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雑　

報九
州
大
学
法
政
学
会

特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
一
）

�

ロ
ー
・
ア
ン
ド
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
講
演
会

二
〇
一
九
年
六
月
一
八
日
（
火
）

「『
家
庭
裁
判
所
物
語
』
と
少
年
司
法
」

　

講
師　

清
永　

聡
（
日
本
放
送
協
会
解
説
委
員
）

二
〇
一
九
年
六
月
二
一
日
（
金
）

「
松
橋
事
件
・
再
審
無
罪
判
決
と
今
後
の
刑
事
司
法
の
課
題
に
つ
い

て
」

　

講
師　

三
角　

恒
（
熊
本
県
弁
護
士
会
・
松
橋
事
件
主
任
弁
護
人
）

二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
六
日
（
水
）

「
隣
国
と
の
付
き
合
い
方
―
―
韓
国
と
日
本
の
場
合
」

　

講�

師　

鄭
鐘
休
（
元
駐
バ
チ
カ
ン
大
韓
民
国
特
命
全
権
大
使
、
全

南
大
学
校
名
誉
教
授
）

二
〇
一
九
年
一
二
月
一
一
日
（
水
）

「
オ
セ
ア
ニ
ア
の
犯
罪
学
―
―
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
研
究
生
活
」

　

講
師　

鈴
木
政
広
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ク
イ
ー

ン
ズ
ラ
ン
ド
大
ビ
ジ
ネ
ス
・
法
学
部
犯
罪
学
部
門
講
師
）

特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
二
）　

Ｌ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー

　

法
学
部
一
年
生
向
法
律
入
門
セ
ミ
ナ
ー

　

講
師　

久
冨
隆
一　
（
福
岡
高
等
裁
判
所
事
務
官
）

　
　
　
　

丸
林
絵
梨　
（
福
岡
地
方
検
察
庁
検
察
官
）

　
　
　
　

川
瀨
孝
史　
（
福
岡
地
方
裁
判
所
裁
判
官
）

　
　
　
　

安
武
雄
一
郎　
（
弁
護
士
）

　
　
　
　

大
門　

全　
（
福
岡
地
方
裁
判
所
裁
判
官
）

　
　
　
　

浦
川
雄
基　
（
弁
護
士
）

　
　
　
　

笠
置
泰
平　
（
弁
護
士
）、
荒
木
優
子
（
弁
護
士
）、

　
　
　
　

平
山
賢
太
郎　
（
九
州
大
学
准
教
授
）

講
演
会
ほ
か

二
〇
二
〇
年
一
月
一
〇
日
（
金
）

「
死
亡
事
故
に
お
け
る
近
親
者
の
慰
謝
料
請
求
―
―
ド
イ
ツ
法
と
日

本
法
を
比
較
し
て
」

　

講
師　

M
oritz Bälz

（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
法
学
部
教
授
）

ロ
ー
マ
法
研
究
会

二
〇
一
九
年
一
月
一
〇
日
（
木
）

　

D
. 2, 15, 8, 5-6 U

lp. 5 de om
n. trib.

（86－4－117）
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報
告
者　

五
十
君
麻
里
子
（
九
州
大
学
）

二
〇
一
九
年
一
月
二
四
日
（
木
）

　

D
. 2, 15, 8, 7-10 U

lp. 5 de om
n. trib.

　
　
　

報
告
者　

梁
田
史
郎
（
九
州
大
学
）

二
〇
一
九
年
四
月
一
一
日
（
木
）

　

D
. 2, 15, 8, 11 U

lp. 5 de om
n. trib.

　
　
　

報
告
者　

菅
尾
暁
（
九
州
国
際
大
学
）

二
〇
一
九
年
四
月
二
五
日
（
木
）

　

D
. 2, 15, 8, 12-14 U

lp. 5 de om
n. trib.

　
　
　

報
告
者　

五
十
君
麻
里
子
（
九
州
大
学
）

二
〇
一
九
年
五
月
一
六
日
（
木
）

　

D
. 2, 15, 8, 15-16 U

lp. 5 de om
n. trib.

　
　
　

報
告
者　

五
十
君
麻
里
子
（
九
州
大
学
）

二
〇
一
九
年
五
月
二
三
日
（
木
）

　

D
. 2, 15, 8, 17-19 U

lp. 5 de om
n. trib.

　
　
　

報
告
者　

五
十
君
麻
里
子
（
九
州
大
学
）

二
〇
一
九
年
六
月
六
日
（
木
）

　

D
. 2, 15, 8, 20-21 U

lp. 5 de om
n. trib.

　
　
　

報
告
者　

五
十
君
麻
里
子
（
九
州
大
学
）

二
〇
一
九
年
六
月
二
〇
日
（
木
）

　

“O
n the O

ctavius’s Form
ula and T

urkish A
pproach”

　
　
　

報
告
者　

エ
ン
ジ
ュ
ル
・
ア
イ
シ
ェ
（
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
大
学
）

二
〇
一
九
年
七
月
四
日
（
木
）

　

D
. 2, 15, 8, 22 U

lp. 5 de om
n. trib.

　
　
　

報
告
者　

五
十
君
麻
里
子
（
九
州
大
学
）

二
〇
一
九
年
七
月
一
八
日
（
木
）

　

D
. 2, 15, 8, 23 U

lp. 5 de om
n. trib.

　
　
　

報
告
者　

五
十
君
麻
里
子
（
九
州
大
学
）

二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
〇
日
（
木
）

　

D
. 2, 15, 8, 24 U

lp. 5 de om
n. trib.

　
　
　

報
告
者　

五
十
君
麻
里
子
（
九
州
大
学
）

二
〇
一
九
年
一
〇
月
三
一
日
（
木
）

　

D
. 2, 15, 8, 25 U

lp. 5 de om
n. trib.

　
　
　

報
告
者　

五
十
君
麻
里
子
（
九
州
大
学
）

二
〇
一
九
年
一
一
月
七
日
（
木
）

　

D
. 2, 15, 9 pr. U

lp. 1 opin.

　
　
　

報
告
者　

梁
田
史
郎
（
九
州
大
学
）

二
〇
一
九
年
一
一
月
二
一
日
（
木
）

　
D
. 2, 15, 9, 1-2 U

lp. 1 opin.
　
　
　

報
告
者　

菅
尾
暁
（
九
州
国
際
大
学
）

二
〇
一
九
年
一
二
月
一
二
日
（
木
）

　

D
. 2, 15, 9, 3 U

lp. 1 opin.
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報
告
者　

五
十
君
麻
里
子
（
九
州
大
学
）

二
〇
一
九
年
一
二
月
一
九
日
（
木
）

　

D
. 2, 15, 10 U

lp. 1 resp.; 11 U
lp. 4 ad ed.

　
　
　

報
告
者　

梁
田
史
郎
（
九
州
大
学
）

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
研
究
会

二
〇
一
九
年
一
月
二
六
日
（
土
）

　

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
『
現
代
ロ
ー
マ
法
体
系
』
第
五
巻
第
二
四
八
節

　
　
　

報
告
者　

野
田
龍
一
（
福
岡
大
学
）・
三
宮
希
（
福
岡
大
学
）

二
〇
一
九
年
二
月
二
三
日
（
土
）

　

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
『
現
代
ロ
ー
マ
法
体
系
』
第
五
巻
第
二
四
九
節

　
　
　

報
告
者　

大
久
保
憲
章
（
広
島
修
道
大
学
）

二
〇
一
九
年
四
月
二
七
日
（
土
）

　

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
『
現
代
ロ
ー
マ
法
体
系
』
第
五
巻
第
二
五
〇
節
前
半

　
　
　

報
告
者　

梁
田
史
郎
（
九
州
大
学
）

二
〇
一
九
年
五
月
二
五
日
（
土
）

　

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
『
現
代
ロ
ー
マ
法
体
系
』
第
五
巻
第
二
五
〇
節
後
半

　
　
　

報
告
者　

菅
尾
暁
（
九
州
国
際
大
学
）

二
〇
一
九
年
六
月
二
二
日
（
土
）

　

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
『
現
代
ロ
ー
マ
法
体
系
』
第
五
巻
第
二
五
一
節

　
　
　

報
告
者　

田
中
教
雄
（
九
州
大
学
）

二
〇
一
九
年
九
月
二
八
日
（
土
）

　

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
『
現
代
ロ
ー
マ
法
体
系
』
第
五
巻
第
二
五
二
節

　
　
　

報
告
者　

上
村
一
則
（
久
留
米
大
学
）

二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
六
日
（
土
）

　

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
『
現
代
ロ
ー
マ
法
体
系
』
第
五
巻
第
二
五
三
節

　
　
　

報
告
者　

五
十
君
麻
里
子
（
九
州
大
学
）

二
〇
一
九
年
一
一
月
三
〇
日
（
土
）

　

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
『
現
代
ロ
ー
マ
法
体
系
』
第
五
巻
第
二
五
四
節

　
　
　

報
告
者　

野
田
龍
一
（
福
岡
大
学
）

二
〇
一
九
年
一
二
月
二
一
日
（
土
）

　

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
『
現
代
ロ
ー
マ
法
体
系
』
第
五
巻
第
二
五
五
節

　
　
　

報
告
者　

三
宮
希
（
福
岡
大
学
）

九
州
公
法
判
例
研
究
会

二
〇
一
九
年
度
春
季
（
二
〇
一
九
年
四
月
二
〇
日
）

　
�「

思
想
形
成
の
自
由 - N

eil Richards

の
『
知
的
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
』

論
を
参
考
に
」

　
　
　

森
口
千
弘
（
熊
本
学
園
大
学
）

　

�「
公
正
取
引
委
員
会
排
除
措
置
命
令
・
消
費
者
庁
措
置
命
令
に
対

（86－4－119）
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す
る
執
行
停
止
申
立
」

　
　
　

平
山
賢
太
郎
（
九
州
大
学
）

二
〇
一
九
年
度
夏
季
（
二
〇
一
九
年
七
月
一
三
日
）

　
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
『
大
学
の
自
由
』」

　
　
　

堀
口
悟
郎
（
九
州
産
業
大
学
）

　
「
行
政
法
学
と
警
察
法
学
」

　
　
　

原
田
大
樹
（
京
都
大
学
）

二
〇
一
九
年
度
秋
季
（
二
〇
一
九
年
一
一
月
九
日
）

　

�「
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
・
第
二
次
Ｎ
シ
ス
テ
ム
決
定
（
二
〇

一
八
年
一
二
月
一
八
日
）」

　
　
　

實
原
隆
志
（
福
岡
大
学
）

　
「
行
政
文
書
作
成
義
務
に
つ
い
て
」

　
　
　

原
島
良
成
（
熊
本
大
学
）

社
会
法
研
究
会

第
四
七
三
回　

二
〇
一
九
年
一
月
十
二
日
（
土
）　

西
南
学
院
大
学

　
「
カ
ナ
ダ
と
日
本
に
お
け
る
老
齢
基
礎
年
金
の
展
開
」

　
　
　

星
野
秀
治
（
久
留
米
大
学
非
常
勤
講
師
）

　
「
年
金
支
給
開
始
年
齢
引
き
上
げ
が
意
味
す
る
も
の
」

　
　
　

丸
谷
浩
介
（
九
州
大
学
）

第
四
七
四
回　

二
〇
一
九
年
二
月
二
日
（
土
）　

九
州
大
学

　

�「
イ
ギ
リ
ス
労
働
法
に
お
け
る
賃
金
控
除
に
関
す
る
権
利
と
契
約

解
釈
―
―
法
の
適
用
を
め
ぐ
る
当
事
者
の
合
意
・
権
利
義
務
の
設

定
・
契
約
解
釈
」

　
　
　

新
屋
敷
恵
美
子
（
九
州
大
学
）

　

�「
わ
が
国
の
障
害
法
学
の
論
点
・
再
考
―
―
差
別
禁
止
と
社
会
福

祉
の
拮
抗
関
係
を
中
心
に
―
―
」

　
　
　

河
野
正
輝
（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）

第
四
七
五
回　

二
〇
一
九
年
三
月
二
日
（
土
）　

西
南
学
院
大
学

　

�「
視
覚
障
害
を
有
す
る
短
大
教
員
に
対
す
る
職
務
変
更
命
令
等
の

違
法
性
―
―
学
校
法
人
原
田
学
園
事
件
・
広
島
高
裁
岡
山
支
判
平

成
三
○
・
三
・
二
九
労
判
一
一
八
五
号
二
七
頁
」

　
　
　

鶴
崎
新
一
郎
（
九
州
大
学
大
学
院
協
力
研
究
員
）

　
「
産
業
医
制
度
の
現
状
と
改
正
の
内
容
・
課
題
」

　
　
　

阿
部
理
香
（
九
州
国
際
大
学
）

　
「
高
齢
者
の
雇
用
と
法
」

　
　
　

柳
澤
武
（
名
城
大
学
）

第
四
七
六
回　

二
〇
一
九
年
四
月
六
日
（
土
）　

西
南
学
院
大
学

　
「
労
働
契
約
成
立
に
よ
る
契
約
内
容
決
定
と
内
容
の
差
別
化
」

　
　
　

新
屋
敷
恵
美
子
（
九
州
大
学
）

　

�「
戦
前
の
労
働
法
学
：
そ
の
理
論
と
遺
産
―
―
石
井
保
雄
『
わ
が

（法政研究 86－4－120）
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国
労
働
法
学
の
史
的
展
開
』（
二
○
一
八
年
、
信
山
社
）
を
読
む

―
―
」

　
　
　

山
田
晋（
広
島
修
道
大
学
）・
柳
澤
旭（
山
口
大
学
名
誉
教
授
）

第
四
七
七
回　

二
〇
一
九
年
五
月
十
一
日
（
土
）　

西
南
学
院
大
学

　
「
障
害
者
所
得
保
障
の
構
造
と
不
合
理
性
」

　
　
　

河
野
正
輝
（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）

　

�「
労
働
安
全
衛
生
法
の
規
制
対
象
と
国
の
責
任
―
―
『
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
』
高
裁
四
判
決
の
検
討
―
―
」

　
　
　

柳
澤
旭
（
山
口
大
学
名
誉
教
授
）

第
四
七
八
回　

二
〇
一
九
年
六
月
一
日
（
土
）　

西
南
学
院
大
学

　

�「
定
額
残
業
代
と
し
て
支
給
さ
れ
た
業
務
手
当
の
割
増
賃
金
該
当

性
―
―
日
本
ケ
ミ
カ
ル
事
件
・
最
一
小
判
平
成
三
○
・
七
・
一
九

労
判
一
一
八
六
号
五
頁
」

　
　
　

阿
部
理
香
（
九
州
国
際
大
学
）

　
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
公
的
扶
助
給
付
の
過
誤
調
整
」

　
　
　

丸
谷
浩
介
（
九
州
大
学
）

第
四
七
九
回　

二
〇
一
九
年
七
月
六
日
（
土
）　

西
南
学
院
大
学

　

�「
付
加
金
制
度
・
賃
金
請
求
権
そ
の
他
に
関
す
る
消
滅
時
効
に
つ

い
て
」

　
　
　

古
賀
修
平
（
宮
崎
産
業
経
営
大
学
）

　
「
医
師
の
時
間
外
労
働
時
間
に
つ
い
て
」

　
　
　

大
橋
將
（
元
日
本
赤
十
字
九
州
国
際
看
護
大
学
教
授
）

第
四
八
○
回　

二
〇
一
九
年
八
月
三
日
（
土
）　

西
南
学
院
大
学

　
「
労
働
者
に
対
す
る
不
当
な
身
分
的
拘
束
と
労
働
基
準
法
」

　
　
　

井
川
志
郎
（
山
口
大
学
）

　

�「
歩
合
給
か
ら
割
増
賃
金
相
当
額
を
控
除
す
る
賃
金
規
定
の
有
効

性
―
―
国
際
自
動
車
（
差
戻
審
）
事
件
・
東
京
高
判
平
成
三
○
・

二
・
一
五
労
判
一
一
七
三
号
三
四
頁
」

　
　
　

山
下
昇
（
九
州
大
学
）

第
四
八
一
回　

二
〇
一
九
年
九
月
七
日
（
土
）　

西
南
学
院
大
学

　

�「
社
会
保
険
等
の
支
払
い
請
求
事
件
・
東
京
地
判
平
成
二
九･

九･

五
裁
判
所
サ
イ
ト
」

　
　
　

丸
谷
浩
介
（
九
州
大
学
）

　

�「
年
休
の
時
季
決
定
に
お
け
る
使
用
者
の
関
わ
り
―
―
『
不
作
為

を
基
本
と
す
る
義
務
』
か
ら
の
脱
却
―
―
」

　
　
　

野
田
進
（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）

第
四
八
二
回　

二
〇
一
九
年
十
月
五
日
（
土
）　

西
南
学
院
大
学

　
�「

就
業
と
育
児
双
方
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
と
『
子
ど
も
の
最

善
の
利
益
』
の
実
現
」

　
　
　

西
和
江

　

�「
イ
ギ
リ
ス
労
働
法
に
お
け
る
年
次
有
給
休
暇
と
手
当
の
算
定
」

　
　
　

新
屋
敷
恵
美
子
（
九
州
大
学
）

（86－4－121）
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第
四
八
三
回　

二
〇
一
九
年
十
一
月
二
日
（
土
）　

西
南
学
院
大
学

　
�「

最
高
裁
判
例
法
理
の
再
検
討
：
日
立
製
作
所
武
蔵
工
場
事
件
・

最
一
小
判
平
成
三
・
一
一
・
二
八
民
集
四
五
巻
八
号
一
二
七
○
頁

―
―
就
業
規
則
の
時
間
外
労
働
義
務
の
効
力
と
労
働
者
の
同
意
」

　
　
　

山
下
昇
（
九
州
大
学
）

　

�「
フ
ラ
ン
ス
労
働
法
に
み
る
就
業
者
統
合
的
な
規
範
体
系
の
模
索

―
―
ビ
ロ
ー
ド
革
命
？
」

　
　
　

野
田
進
（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）

第
四
八
四
回　

二
〇
一
九
年
十
二
月
七
日
（
土
）　

熊
本
学
園
大
学

　
「
英
米
に
お
け
る
病
院
の
再
編
統
合
と
患
者
の
利
益
」

　
　
　

石
田
道
彦
（
金
沢
大
学
）

　

�「
傷
病
休
職
中
の
テ
ス
ト
出
局
に
基
づ
く
賃
金
請
求
の
可
否
：
Ｎ

Ｈ
Ｋ
（
名
古
屋
放
送
局
）
事
件
・
名
古
屋
高
判
平
成
三
○
・
六
・

二
六
労
判
一
一
八
九
号
五
一
頁
」

　
　
　

中
内
哲
（
熊
本
大
学
）

　
「
個
別
労
働
紛
争
解
決
手
続
き
と
し
て
の
調
停
」

　
　
　

山
下
昇
（
九
州
大
学
）

九
州
大
学
産
業
法
研
究
会

第
六
八
九
回
例
会　

平
成
三
一
年
四
月
二
〇
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

　
「
買
収
防
衛
策
を
め
ぐ
る
近
時
の
状
況
と
法
的
課
題
」

　
　
　

報
告
者　
　

德
本　

穰
（
九
州
大
学
）

（
判
例
研
究
）

最
決
平
成
二
九
年
二
月
二
一
日
民
集
七
一
巻
二
号
一
九
五
頁

　

�「
代
表
取
締
役
の
選
定
権
限
を
株
主
総
会
に
与
え
る
定
款
規
定
の

有
効
性
」

　
　
　

報
告
者　
　

田
中　

慎
一
（
西
南
学
院
大
学
）

第
六
九
〇
回
例
会　

令
和
元
年
五
月
一
八
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

東
京
高
判
平
成
三
〇
年
六
月
二
八
日
金
判
一
五
四
九
号
三
〇
頁

　

�「
株
主
総
会
の
不
開
催
が
常
態
化
し
て
い
た
閉
鎖
会
社
に
お
い
て
、

全
株
主
の
同
意
が
あ
る
と
し
て
取
締
役
の
報
酬
請
求
権
が
肯
定
さ

れ
た
事
例
」

　
　
　

報
告
者　
　

張　

笑
男
（
長
崎
大
学
）

（
判
例
研
究
）

最
判
平
成
三
〇
年
一
二
月
一
七
日
金
判
一
五
六
三
号
八
頁

　
「
自
動
車
の
名
義
上
の
所
有
者
兼
使
用
者
と
運
行
供
用
者
責
任
」

　
　
　

報
告
者　
　

板
垣　

太
郎
（
長
崎
県
立
大
学
）

第
六
九
一
回
例
会　

令
和
元
年
六
月
一
五
日
（
土
）

（法政研究 86－4－122）
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（
研
究
報
告
）

　
�「

会
社
の
内
部
統
制
と
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
者
の
連
関
性
―
―
会
社
法
制

の
観
点
か
ら
の
考
察
―
―
」

　
　
　

報
告
者　
　

後
藤　

浩
士
（
保
健
医
療
経
営
大
学
）

�
※
九
州
法
学
会
第
一
二
四
回
学
術
大
会
に
振
替
え

第
六
九
二
回
例
会　

令
和
元
年
七
月
二
〇
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

東
京
高
判
平
成
三
〇
年
四
月
一
二
日
金
判
一
五
四
四
号
八
頁

　
「
粉
飾
上
場
に
お
け
る
取
引
先
協
力
者
の
責
任
の
有
無
」

　
　
　

報
告
者　
　

濱
村　

実
子
（
宮
崎
産
業
経
営
大
学
）

（
判
例
研
究
）

東
京
地
裁
立
川
支
判
平
成
二
九
年
一
二
月
二
六
日
金
判
一
五
六
六
号

五
一
頁

　

�「
会
社
が
業
務
の
執
行
に
お
い
て
著
し
く
困
難
な
状
況
に
至
り
、

会
社
に
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
損
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ

り
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
し
て
、
会
社
解
散
請
求
が
認

め
ら
れ
た
事
例
」

　
　
　

報
告
者　
　

横
尾　

亘
（
西
南
学
院
大
学
）

第
六
九
三
回
例
会　

令
和
元
年
九
月
二
一
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

　
「
自
動
車
責
任
保
険
に
お
け
る
故
意
免
責
と
被
害
者
救
済
」

　
　
　

報
告
者　
　

佐
野　

誠
（
福
岡
大
学
）

（
研
究
報
告
）

　

�「
会
社
法
上
の
開
示
規
制
に
よ
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

実
効
性
の
確
保
」

　
　
　

報
告
者　
　

一
ノ
澤　

直
人
（
西
南
学
院
大
学
）

第
六
九
四
回
例
会　

令
和
元
年
一
〇
月
一
九
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

　

�「
会
社
の
目
的
に
つ
い
て
―
―
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
会
社
法
１
２
２
条

（
12
）
号
を
素
材
と
し
て
―
―
」

　
　
　

報
告
者　
　

前
越　

俊
之
（
福
岡
大
学
）

（
研
究
報
告
）

　
「
株
式
の
『
属
人
的
定
め
』
に
限
界
は
あ
る
か
」

　
　
　

報
告
者　
　

若
色　

敦
子
（
熊
本
大
学
）

第
六
九
五
回
例
会　

令
和
元
年
一
一
月
一
六
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

　
「
の
れ
ん
と
分
配
規
制
」

　
　
　

報
告
者　
　

牧　

真
理
子
（
大
分
大
学
）

（
判
例
研
究
）

東
京
地
判
平
成
三
〇
年
三
月
二
三
日
消
費
者
法
ニ
ュ
ー
ス
一
一
六
号

三
四
〇
頁

　

�「
ブ
ラ
イ
ダ
ル
司
会
養
成
講
座
に
お
い
て
中
途
解
約
時
の
不
返
金

（86－4－123）
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特
約
が
消
費
者
契
約
法
に
よ
り
否
定
さ
れ
た
事
例
」

　
　
　

報
告
者　
　

泉　

日
出
男
（
愛
媛
大
学
）

第
六
九
六
回
例
会　

令
和
元
年
一
二
月
二
一
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

大
阪
高
判
平
成
二
八
年
四
月
二
五
日
判
例
集
未
登
載

　
「
法
人
代
表
者
と
の
共
謀
に
よ
る
故
意
免
責
」

　
　
　

報
告
者　
　

嘉
村　

雄
司
（
島
根
大
学
）

（
判
例
研
究
）

神
戸
地
判
平
成
三
〇
年
五
月
一
〇
日
金
判
一
五
五
六
号
三
二
頁

　

�「
自
動
車
保
険
約
款
に
お
け
る
故
意
免
責
条
項
と
闘
争
行
為
免
責

条
項
」

　
　
　

報
告
者　
　

久
保
田　

光
昭
（
琉
球
大
学
）

第
六
九
七
回
例
会　

令
和
二
年
一
月
二
五
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

　

�「
会
社
法
３
５
０
条
の
責
任
―
―
代
表
取
締
役
の
不
法
行
為
の
範

囲
に
つ
い
て
―
―
」

　
　
　

報
告
者　
　

高
木　

康
衣
（
熊
本
大
学
）

（
判
例
研
究
）

東
京
地
判
平
成
三
一
年
一
月
二
九
日
金
判
一
五
六
六
号
四
五
頁

　

�「
事
業
譲
受
会
社
が
、
事
業
譲
渡
会
社
が
利
用
し
て
い
た
標
章
の

一
部
を
そ
の
商
号
と
し
て
用
い
て
お
り
、
譲
渡
会
社
が
利
用
し
て

い
た
各
標
章
を
用
い
て
、
同
一
の
店
舗
等
に
お
い
て
、
譲
渡
会
社

の
ブ
ラ
ン
ド
と
同
名
称
の
ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
し
て
、
譲
渡
会
社
と

同
様
に
ハ
ワ
イ
ア
ン
雑
貨
等
を
販
売
し
て
い
た
場
合
に
、
譲
受
会

社
が
会
社
法
二
二
条
一
項
の
類
推
適
用
に
よ
っ
て
譲
渡
会
社
の
債

務
を
譲
渡
会
社
と
連
帯
し
て
支
払
う
責
任
を
負
う
と
さ
れ
た
事

例
」

　
　
　

報
告
者　
　

山
崎　

淳
司
（
西
南
学
院
大
学
・
院
）

民
事
法
研
究
会

第
二
七
七
回　

二
〇
一
八
年
三
月
一
〇
日
（
土
）

　

報
告
者　

田
畑
嘉
洋
（
大
阪
経
済
大
学
）

　
「
売
主
の
契
約
不
適
合
責
任
に
関
す
る
諸
問
題
」

第
二
七
八
回　

二
〇
一
九
年
七
月
二
〇
日
（
土
）

　

報
告
者　

田
畑
嘉
洋
（
熊
本
県
立
大
学
）

　

�「
改
正
民
法
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
客
観
的
瑕
疵
の
位
置
づ
け
―
―

ド
イ
ツ
法
を
手
が
か
り
に
―
―
」

第
二
七
九
回　

二
〇
一
九
年
一
一
月
二
三
日
（
土
）

　

報
告
者　

香
川
崇
（
富
山
大
学
）

　

�「
新
時
効
法
に
お
け
る
時
効
完
成
猶
予
・
更
新
に
つ
い
て 

―
― 

明
示
的
一
部
請
求
の
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
場
合
を
中
心
と
し
て
」

（法政研究 86－4－124）
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民
事
手
続
研
究
会

平
成
三
一
年
三
月
一
六
日
（
土
）

　

�

米
国
ク
ラ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
「
実
現
可
能
な
最
善
の
通

知
」
に
つ
い
て

�

薗
田　
　

史
（
久
留
米
大
学
）

　

�

特
定
適
格
団
体
に
よ
る
破
産
申
立
の
可
能
性 

―
消
費
者
裁
判
特

例
法
の
法
改
正

�

黒
木　

和
彰
（
弁
護
士
）

令
和
元
年
九
月
一
九
日
（
木
）

　

�

判
例
研
究　

確
定
判
決
の
効
力
を
受
け
な
い
第
三
者
に
よ
る
再
審

の
訴
え
と
独
立
当
事
者
参
加
の
申
出
が
却
下
さ
れ
た
事
例

�

松
本　

卓
朗
（
九
州
大
学
）

令
和
元
年
一
一
月
九
日
（
土
）

　

�

い
わ
ゆ
る
〈
誤
っ
た
判
決
〉
を
め
ぐ
る
素
描
―
― 

諫
早
湾
干
拓

事
業
関
連
訴
訟
を
題
材
に 

―
―

�

上
田　

竹
志
（
九
州
大
学
）

　

�

契
約
の
解
釈
と
上
告
理
由
・
上
告
受
理
申
立
理
由 

―
―
水
俣
病

補
償
協
定
の
解
釈
を
め
ぐ
る
裁
判
例
の
検
討
を
手
が
か
り
に
―
―

�

鶴
田　
　

滋
（
大
阪
市
立
大
学
）

福
岡
民
事
訴
訟
判
例
研
究
会

平
成
三
一
年
一
月
二
二
日
（
火
）

　

�　

監
督
義
務
者
の
責
任
に
関
す
る
近
時
の
最
高
裁
判
例
に
つ
い
て

（
最
一
小
判
平
成
二
七
年
四
月
九
日
民
集
六
九
巻
三
号
四
五
五
頁
、

最
三
小
判
平
成
二
八
年
三
月
一
日
民
集
七
〇
巻
三
号
六
八
一
頁
）

�

上
村　

考
由
（
福
岡
高
裁
）

平
成
三
一
年
二
月
一
五
日
（
金
）

　

�　

提
訴
か
ら
一
〇
ヶ
月
近
く
経
過
し
た
第
五
回
口
頭
弁
論
期
日
に

お
い
て
主
張
さ
れ
た
相
殺
の
抗
弁
に
つ
き
，
時
機
に
後
れ
た
攻
撃

防
御
方
法
で
あ
る
と
し
て
却
下
し
た
原
審
の
判
断
が
違
法
で
あ
る

と
さ
れ
た
事
例
（
東
京
高
判
平
成
二
九
年
四
月
二
七
日
）

�

工
藤　

明
日
香
（
福
岡
地
裁
）

令
和
元
年
五
月
二
四
日
（
金
）

　

�　

農
地
所
有
権
に
基
づ
く
放
射
性
物
質
の
除
去
請
求
は
、
請
求
の

特
定
を
欠
く
不
適
法
な
訴
え
と
し
て
却
下
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た

一
方
、
客
土
工
の
請
求
に
つ
い
て
は
、
請
求
が
特
定
さ
れ
た
適
法

な
訴
え
で
あ
る
と
し
た
事
例
（
仙
台
高
判
平
成
三
〇
年
三
月
二
二

日
）

�

池
田　
　

愛
（
熊
本
大
学
）

（86－4－125）
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令
和
元
年
六
月
二
一
日
（
金
）

　
�　

作
成
名
義
人
に
よ
る
署
名
が
さ
れ
た
文
書
（
処
分
証
書
）
に
対

す
る
攻
撃
防
御
方
法
の
一
考
察
（
大
阪
高
判
平
成
三
〇
年
三
月
八

日
判
時
二
三
七
八
号
一
〇
頁
）

�

足
立　

正
佳
（
福
岡
地
裁
）

令
和
元
年
七
月
一
二
日
（
金
）

　

�　

小
規
模
個
人
再
生
に
お
い
て
再
生
計
画
案
の
可
決
が
信
義
則
違

反
の
行
為
に
基
づ
く
疑
い
が
あ
る
と
さ
れ
た
事
例
（
最
決
平
成
二

九
年
一
二
月
一
九
日
）

�
浅
野　

雄
太
（
九
州
大
学
）

令
和
元
年
九
月
一
三
日
（
金
）

　

�　

貸
金
の
支
払
を
求
め
る
訴
訟
に
お
い
て
、
前
訴
で
そ
の
貸
金
に

係
る
消
費
貸
借
契
約
の
成
立
を
主
張
し
て
い
た
被
告
が
同
契
約
の

成
立
を
否
認
す
る
こ
と
は
信
義
則
に
反
す
る
と
の
原
告
の
主
張
を

採
用
し
な
か
っ
た
原
審
の
判
断
に
違
法
が
あ
る
と
さ
れ
た
事
例

（
最
判
令
和
元
年
七
月
五
日
）

�

野
上　

幸
久
（
福
岡
地
裁
）

令
和
元
年
一
〇
月
一
一
日
（
金
）

　

�　

主
位
的
予
備
的
併
合
訴
訟
に
お
い
て
、
予
備
的
請
求
を
認
諾
す

る
旨
の
陳
述
が
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
陳
述
の
効
力
を
認
め
な

か
っ
た
事
例
（
東
京
高
判
平
成
三
〇
年
二
月
一
四
日
判
時
二
三
八

六
号
一
三
頁
）

�

濵
﨑　
　

録
（
西
南
学
院
大
学
）

令
和
元
年
一
一
月
一
五
日
（
金
）

　

�　

弁
護
士
法
23
条
の
２
第
２
項
に
基
づ
く
照
会
に
対
す
る
報
告
を

す
る
義
務
が
あ
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
の
適
否
（
最
判
平

成
三
〇
年
一
二
月
二
一
日
）

�

上
原　

ひ
と
み
（
福
岡
地
裁
）

令
和
元
年
一
二
月
二
四
日
（
火
）

　

�　

改
正
民
法
の
債
権
者
代
位
訴
訟
で
義
務
化
さ
れ
た
訴
訟
告
知
に

つ
い
て

�

名
津
井　

 

吉
裕
（
大
阪
大
学
）

九
州
国
際
私
法
研
究
会

第
四
五
回
九
州
国
際
私
法
研
究
会
（
二
〇
一
九
年
一
二
月
一
三
日
）

　

�「
国
際
会
社
法
理
論
の
再
検
討
―
―
株
主
代
表
訴
訟
を
素
材
と
し

て
―
―
」

�

報
告
者　

原
田　

央
（
東
京
大
学
教
授
）
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政
治
研
究
会

二
〇
一
九
年
四
月
二
〇
日

　
『
政
治
研
究
』
第
六
六
号
合
評
会
・
総
会

二
〇
一
九
年
五
月
一
八
日

　
「
抽
選
制
議
会
の
政
治
理
論
」

　
　
　

報�

告
者　

岡
﨑
晴
輝
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
教

授
・
放
送
大
学
客
員
教
授
）

　
「
政
治
哲
学
と
政
治
的
思
慮
」

　
　
　

報
告
者　

関
口
正
司
（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）

二
〇
一
九
年
六
月
一
五
日

　
「
善
悪
の
妙
理
―
―
本
居
宣
長
の
政
治
思
想
―
―
」

　
　
　

報�

告
者　

島
田
英
明
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
准
教

授
）

二
〇
一
九
年
七
月
二
〇
日

　
「
ヒ
ュ
ー
ム
の
宗
教
論
と
陶
冶
に
つ
い
て
」

　
　
　

報�

告
者　

鎌
田
厚
志
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
協
力

研
究
員
）

　
「
フ
ラ
ン
ス
の
外
交
官
が
見
た
二
〇
世
紀
前
後
の
東
ア
ジ
ア
―
―

モ
リ
ス
・
ク
ー
ラ
ン
の
書
簡
文
に
残
さ
れ
た
東
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
韓

国
―
―
」

　
　
　

報�

告
者　

李
祥
賢
（
釜
山
大
学
教
養
学
部
教
授
）

二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
九
日

　
「
現
代
寛
容
論
の
批
判
理
論
的
転
回
と
そ
の
行
方
―
―
Ｒ
・
フ
ォ

ア
ス
ト
に
お
け
る
寛
容
の
尊
敬
構
想
と
コ
ン
フ
リ
ク
ト
の
問
題
を
め

ぐ
っ
て
―
―
」

　
　
　

報�

告
者　

仲
井
間
健
太
（
九
州
大
学
大
学
院
地
球
社
会
統
合

科
学
府
博
士
後
期
課
程
）

　
「
英
国
に
お
け
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
社
会
的
受
容
の
過
程
と
公
共
サ
ー

ビ
ス
放
送
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
関
与
」

　
　
　

報�

告
者　

山
本
雄
美
（
福
岡
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
公
法

専
攻
博
士
課
程
後
期
）

二
〇
一
九
年
一
一
月
一
六
日

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
正
義
の
動
機
の
探
究
―
―
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
関
係
的
理
解
を
手
が
か
り
に
―
―
」

　
　
　

報�

告
者　

藤
原
拓
広
（
九
州
大
学
大
学
院
地
球
社
会
統
合
科

学
府
修
士
課
程
）

　
「
戦
間
期
日
本
の
対
独
文
化
交
流
―
―
経
済
交
流
か
ら
文
化
交
流

へ
―
―
」

�
報�
告
者　

奧
山
若
奈
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
府
修
士
課
程
）

　
「
知
事
選
挙
に
お
け
る
原
発
再
稼
働
問
題
の
影
響
―
―
三
事
例
か

ら
の
比
較
検
討
―
―
」
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報�

告
者　

出
水
薫
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
教
授
）

二
〇
一
九
年
一
二
月
二
一
日　

　
「
ポ
ス
ト
新
自
由
主
義
時
代
に
お
け
る
社
会
民
主
主
義
の
構
想
に

つ
い
て
―
―
知
識
の
有
効
活
用
の
観
点
か
ら
―
―
」

　
　
　

報�

告
者　

徳
永
翔
太
（
元
九
州
大
学
大
学
院
地
球
社
会
統
合

科
学
府
）

　

�

書
評
会　

松
尾
隆
佑
『
ポ
ス
ト
政
治
の
政
治
理
論
―
―
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
編
む
―
―
』

　
　
　

評�

者　

岡
﨑
晴
輝
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
教
授
・

放
送
大
学
客
員
教
授
）

　
　
　

応
答　

松
尾
隆
佑
（
法
政
大
学
法
学
部
兼
任
講
師
）

（法政研究 86－4－128）


